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鉄軌道旅客運賃の改定申請について 

 

 

１．鉄軌道事業の概要 

 

 当社線は、東京都西南部から神奈川県東部を営業エリアとし、軌道を含む計８路線で構成さ

れる営業キロ１０４．９km の路線であり、東横線渋谷駅において東京メトロ副都心線、田園都

市線渋谷駅において東京メトロ半蔵門線、目黒線目黒駅において東京メトロ南北線・都営三田

線、東横線横浜駅において横浜高速鉄道みなとみらい線とそれぞれ相互直通運転を実施、東

横線中目黒駅においては東京メトロ日比谷線と同一ホームでの乗り換えを可能とする等、都

心に直結した鉄道ネットワークを構成していることが特徴です。また、２０２２年度下期には東

横線、目黒線日吉駅から新横浜駅を結ぶ「東急新横浜線」の開業を予定しており、相模鉄道と

の相互直通運転を開始する等、さらなる鉄道ネットワークの拡充を進めております。 

 輸送人員は、以前は増加傾向にあり、２０１８年度には約１１億人のお客さまにご利用頂いて

おりましたが、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により大幅に減少し、２０２０年度は約８

億人と２０１８年度と比較すると約３割の減少となりました。緊急事態宣言が解除された２０２１

年１０月以降も定期券の利用者は約３割減で推移しており、テレワーク等の新しい生活様式の

定着により今後も同程度の減少が続くと予想しております。 

 

２．これまでの取組み 

 

 当社はこれまで世界有数の大都市圏である東京圏において生活環境創造や経済成長の一

翼を担う交通インフラとしての社会的使命を果たすべく、鉄道事業の根幹である安全・安心の

追求を大前提に、都心へのアクセス向上等を目的とした鉄道ネットワークの拡充、増加する需

要に応えるための輸送力増強等に積極的に取り組んでまいりました。 

安全・安心の追求については、ホーム上の安全対策として２０１５年より実施してまいりまし

た東横線、田園都市線、大井町線の全６４駅へのホームドア整備を他社に先駆けて２０１９年

度に完了し、世田谷線、こどもの国線を除く全駅へのホームドアもしくはセンサー付固定式ホ

ーム柵設置率１００％を達成致しました。本施策によりお客さまのホームからの転落件数は、

整備前と比較して約９割減少しており、ホーム上の安全性が大幅に向上するとともに、遅延頻

度の減少にも寄与し、運行の安定性も向上しております。踏切の安全性向上のため、世田谷

線、こどもの国線を除く東急線内全ての踏切への障害物検知装置の整備を２０２１年７月に完

了しております。本装置により踏切内で停止している自動車等の障害物を検知し、列車を自動

的に減速または障害物による支障を乗務員に知らせることで、踏切の渡り残り等による事故を

未然に防止致します。さらなる踏切の安全性向上のため、歩行者等を検知しやすい３D式の障
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害物検知装置の整備も進めております。安心してご利用頂くための環境整備としてセキュリテ

ィ対策にも注力しており、防犯カメラの整備をいち早く全ての駅で、２０２０年７月には当社所属

の全ての車両で完了しております。防犯カメラにより犯罪等の発生を抑止するとともに、迅速な

映像確認が可能な特性を活かし、異常発生時の速やかな状況把握や対応力向上に寄与して

おります。その他にも、駅構内において駅係員と通話が可能なインターホンの整備等のハード

対策や、係員や警備員による巡回警備、警察、消防等との合同訓練等を定期的に実施してお

ります。この他にも激甚化する自然災害や大規模地震への対策も進めており、基本的な耐震

補強工事を完了しているほか、大雨発生時の斜面崩落を防止する工事も推進しております。

こうした取組みの結果、２０１９年度では「列車走行キロ当たりの運転事故件数」が JR（在来

線）７社および大手民鉄１６社の中で最少となり、また「３０分以上の遅延の原因となる輸送障

害件数（原因が当社の事象）」は唯一の０件となる等、高い安全水準を実現しております。 

アクセス性向上を目的とした鉄道ネットワークの充実にも取り組んでまいりました。各路線で

相互直通運転を推進し、東横線では横浜高速鉄道みなとみらい線・東京メトロ副都心線と、目

黒線では東京メトロ南北線・都営地下鉄三田線と、田園都市線では東京メトロ半蔵門線とそれ

ぞれ相互直通運転し、神奈川県から東京都、埼玉県方面へと繋がる鉄道ネットワークを構築

致しました。また、東横線、田園都市線では複々線化による利便性向上にも取り組んでまいり

ました。現在も東急新横浜線の２０２２年度下期開業を目指して鋭意事業を進めており、引続

き利便性の高い鉄道ネットワークの構築に取り組んでまいります。 

あらゆるひとが利用し易い鉄道サービスを目指してバリアフリー整備についてもハード・ソフ

トの両面で進めております。ハード面では、２０１４年には東急線の全ての駅でバリアフリール

ート１ルートの整備を完了し、２ルート目の整備も複数駅実施しているほか、エスカレータや、ト

イレ設置済の全駅での多機能トイレ整備等、積極的に推進しております。ソフトの観点では、

東急線アプリ、ホームや改札付近のサイネージ等多様な媒体によるご案内や、駅係員及び乗

務員の「サービス介助士」資格取得率１００％、「接客サービス選手権」の実施による係員の接

客レベルの向上にも力を入れて取り組んでおります。こうした取組みの結果、２０２０年度には

「令和２年度バリアフリー・ユニバーサルデザイン推進功労者表彰」において最も高い評価を

受けた取り組みに贈られる「内閣総理大臣表彰」を受賞する等、当社の安全・安心に関する取

組みが社会的にも高い評価を受けております。 

 また駅、車内環境の快適性や利便性向上にも積極的に取り組んでおります。駅では、南町

田グランベリーパーク駅等街の開発に併せて駅をリニューアルし、より利用し易いバリアフリー

ルートを整備する等、街の玄関口としての駅の利便性を向上しております。また、池上線戸越

銀座駅、旗の台駅、池上駅、長原駅では東京都内で生産された多摩産材を活用した「木にな

るリニューアル」を実施する等、各路線の特色を活かし、地元の方により親しまれる駅空間の

創出を目指しております。車内環境については、田園都市線、大井町線、目黒線にて新型車

両の導入を進めております。新型車両では騒音や揺れの軽減、全車両のフリースペース設置

等、車いすやベビーカーをご利用のお客さまにも快適にご利用いただけるほか、モーターの高
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効率化や車内照明の LED 化等により消費電力を旧型車両と比較して約５０％軽減して低炭

素・循環型社会の実現にも寄与致します。特に田園都市線では、２０２２年度までに全ての旧

型車両８５００系を新型車両に置換える予定です。 

 このように、良好な生活環境を創造し、首都圏の成長を支える基盤的な役割を担うべく、社

会に求められる役割をいち早く認識して積極的な投資活動、サービス改善を行い、加えて経営

効率化も追求することで大手民鉄で最も低廉な運賃水準にて事業を推進しております。 

 

３．今後の設備投資等 

 

 当社は、２０２１年５月に中期事業戦略「３つの変革・４つの価値」を公表しております。今後

は、本戦略に基づき２０２１年度から２０２５年度までの５か年で毎年度４５０億円水準の設備投

資を着実に実施してまいります。３つの変革では、「運行・駅サービスの変革」、「テクノロジーを

活用したオペレーションの変革」、「旧来からの慣習にとらわれない社内諸制度・ルールの変革」

を掲げ、固定費が高い事業特性を持つ鉄道事業のコスト構造を抜本的に見直し、事業基盤の

強靭化を進めております。今後も東横線ワンマン運転の早期実現に向けた各種工事、駅オペ

レーションのDX 化、鉄道設備の状態保全（CBM）システムの導入やDX 化をより一層進めるた

めの５G 通信インフラの整備等に取り組み、高水準の安全性・サービスと業務効率化を両立致

します。 

 また、４つの価値では、コロナ禍により定着した新しい生活様式にしなやかに対応するべく

「安全・安心・環境の更なる追求」、「ユニバーサルなサービスの進化」、「都市交通における快

適性の向上と課題の解決」、「人、街、暮らしを支えるプラットフォーム」を掲げております。「安

全・安心・環境の更なる追求」においては、運転保安装置の更新、田園都市線・大井町線の車

両更新や線路交換等の設備健全性を維持するための設備投資に加えて、既に当社所属の全

車両に設置している防犯カメラの高機能化等のセキュリティを強化する設備投資を実施してま

いります。また、近年激甚化する自然災害に備え、被害を最小限に留める設備補強や踏切事

故未然防止に繋がる踏切障害物検知装置の高機能化等の安全性・安定性向上に寄与する投

資についても積極的に行います。さらには、脱炭素・循環型社会への取組みとして全ての駅照

明を LED 化し、変電設備等の更新の際も環境効率の高い設備の導入等を進めてまいります。 

 「ユニバーサルなサービスの進化」においては、ハード・ソフト両面であらゆるお客さまがひと

しく利用しやすい鉄道サービスの実現を目指します。ハード面では、バリアフリールートの複数

整備や旅客トイレの改修を進める他、車いすご利用のお客さまがスムーズに乗降ができるよう

各駅でホームと車両床面の段差・隙間の縮小を実施致します。またソフト面では、東急線アプ

リによる VR・AR 等の最新技術を活用したバリアフリールートの案内機能整備等お客さまへの

情報配信の高度化を進めるほか、よりシンプルにご利用いただける新しい乗車券サービスの

導入を進めてまいります。 

 「都市交通の快適性の向上と課題の解決」においては、混雑や都心一極集中といった課題
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解決に貢献する鉄道利用の利便性・快適性を向上させる取り組みを実施致します。２０２２年

度上期より順次開始を予定している目黒線当社所属車両の８両編成化や２０２２年度下期に

開業を控えている東急新横浜線の効果最大化を図ります。また大井町線で運行している有料

着席サービス「Q SEAT」の他路線への拡充やリアルタイムでの混雑情報配信等、鉄道利用の

快適性向上に資する取組みを進めてまいります。 

 「人、街、暮らしをつなげるプラットフォーム」においては、地域毎の特色を活かした駅空間の

整備やサービスプラットフォームの構築等を通して、沿線地域との繋がりをより強固に、人々が

行き交う豊かで活気ある街づくりへの貢献を目指します。具体的には池上線戸越銀座駅、旗

の台駅、池上駅、長原駅での「木になるリニューアル」の継続的な実施や、田園都市線池尻大

橋駅から用賀駅の地下駅のリニューアルプロジェクト「Green UNDER GROUND」を推進致しま

す。また沿線の魅力あふれるサービスや他の交通モードを利用可能なプラットフォーム整備に

も実証実験を重ねながら取り組んでまいります。 

 このように鉄道事業の根幹である「安全・安心」を維持・向上するための老朽化更新を基本と

しながら、将来にわたり鉄道事業を継続して良好な生活環境を創造し、沿線地域の発展に貢

献するために必要な戦略投資についても実施してまいります。 

 

４．運賃改定の理由 

 

 当社は、上述のような価値提供のため、コロナ禍前の過去５か年平均では約５４０億円と、業

界水準の２倍以上の設備投資を実施してきた結果、減価償却費等の資本費や設備の維持管

理コストが前回の運賃改定後の２００５年度と比較して約３割増大しております。一方、新型コ

ロナウイルス感染症拡大を契機としたリモートワーク等の新しい生活様式が定着し、利用者の

大幅な減少により経営がひっ迫しており、２０２０年度は約１６５億円の営業損失を計上し、２０

２１年度も営業赤字が見込まれる等、過去類を見ない経営の危機状態が続いております。特

に当社は定期券の減収率が関東大手民鉄で最大で、緊急事態宣言解除後の２０２１年１０月

以降もコロナ禍前と比較して約３割減が継続しており、今後の需要回復は見通せない状況で

す。 

 今後、鉄道インフラを適切に維持・更新して将来世代に負担を先送りすることなく、安全・安

心な鉄道事業を継続するとともに、超高齢化の進展や巨大災害への備え、カーボンニュートラ

ルの実現等、多様化・複雑化する社会的要請に応じた価値を提供し続けるためには、引続き

年間約４５０億円規模の設備投資が必要と認識しております。当社は現在、事業継続のため

経営合理化に資する様々な取り組みを行っており、短期的な取り組みとしては、役員報酬、管

理職給与や夏季・冬季賞与の削減、警備・点検・広告物制作等業務の内製化による外注委託

費の削減、広告宣伝費の削減、現業職場の勤務シフト見直し、時間外労働の抑制、新卒採用

の一部停止等による人件費の削減等、あらゆる経費の削減に努めております。 

 また、中長期的な取り組みとして、コスト構造を抜本的に見直すべく事業構造変革に着手し
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ており、ワンマン運転路線の拡大、運行ダイヤの適正化やセンシング技術を活用した状態保

全システムの導入等により、固定費削減や生産性向上を着実に進めてまいります。しかしなが

ら、公共交通としての役割を維持しながらの費用削減には限界があり、２００５年３月の改定以

降、１７年にわたり維持してきた業界最安水準の現行運賃での中長期的な事業継続は極めて

困難と判断しております。 

 つきましては、更なる経営努力の徹底を前提として、お客さまへの負担を極力抑えながら、運

賃を輸送コストに見合う適正な水準とし、鉄道事業において引き続き健全な経営が図られます

よう、旅客運賃の改定を申請させていただくことと致しました。 

 

５．主な申請の内容 

 

（１）申 請 日        ２０２２年１月７日（金） 

 

（２）改 定 率        上限運賃平均１２．９％ 

 

（３）初 乗 り運 賃（３キロまで） １円単位上限運賃１４０円（現行１２６円） 

                     １０円単位上限運賃１４０円（現行１３０円） 

 

（４）定期運賃割引率              通勤３７．８％（現行３７．８％） 

   （鉄軌道合計）          通学７７．１％（現行７３．９％） 

 

（５）改定率・増収率一覧 

                                               （単位：％） 

 
上 限 運 賃 

改 定 率 増 収 率 

定 期 外 １３．５ １２．０ 

定 期 

通 勤 １３．８ １２．７ 

通 学 ０．０ ０．０ 

計 １２．１ １１．２ 

合計 １２．９ １１．７ 
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６．添付資料                                            （ページ）                                                                  

（１）申請・現行運賃比較表 

①普通旅客運賃（大人）      １ 

②通勤定期旅客運賃（大人１か月）     ２ 

③通学定期旅客運賃（大人１か月）     ３ 

（２）主要区間申請・現行比較運賃      ４ 

（３）鉄軌道部門収支の実績および推定     ５ 

（４）運賃収入内訳       ５ 

（５）輸送人員の推移および今後の見通し     ５ 

（６）設備投資実績・計画       ６ 

（７）これまでの経営合理化の状況および今後の取組み    ７ 

（８）発売している主な企画商品      ８ 

（９）利用者サービスの向上策      ９ 

（10）お問い合わせについて          １１ 
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（１）申請・現行運賃比較表 

＜今回改定のポイント＞ 

・平均で１２．９％の改定率とする。 

・初乗り運賃は１０円程度の改定とし、その他区分の改定率は概ね同程度とする。 

  初乗り運賃  １円単位運賃１２６円⇒１４０円（改定率１１．１％）  

           １０円単位運賃１３０円⇒１４０円（改定率７．７％） 

・「鉄道均一制」のこどもの国線は運賃を据え置く。 

・「軌道均一制」の世田谷線は１０円程度の改定とする。 

            １円単位運賃１４７円⇒１６０円（改定率８．８％）  

           １０円単位運賃１５０円⇒１６０円（改定率６．７％） 

・通学定期旅客運賃は家計負担に配慮し、据え置きとする。 

①普通旅客運賃（大人） 

◯鉄道対キロ区間制（こどもの国線、世田谷線を除く全線）  

                                          （単位：キロ、円） 

キロ程 
現行運賃 申請上限運賃 

１円単位 １０円単位 １円単位 １０円単位 

１～３ １２６ １３０ １４０ １４０ 

４～７ １５７ １６０ １８０ １８０ 

８～１１ １９９ ２００ ２２７ ２３０ 

１２～１５ ２２０ ２２０ ２５０ ２５０ 

１６～２０ ２５１ ２６０ ２８８ ２９０ 

２１～２５ ２７２ ２８０ ３０９ ３１０ 

２６～３０ ３０４ ３１０ ３４７ ３５０ 

３１～３５ ３３５ ３４０ ３８１ ３９０ 

３６～４０ ３７７ ３８０ ４３０ ４３０ 

４１～４５ ４０９ ４１０ ４６９ ４７０ 

４６～５０ ４４０ ４４０ ５００ ５００ 

５１～５６ ４７１ ４８０ ５３１ ５４０ 

 

◯鉄道均一制（こどもの国線）     

                                             （単位：円） 

 
現行運賃 申請上限運賃 

１円単位 １０円単位 １円単位 １０円単位 

全線均一 １５７ １６０ 据置 据置 
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◯軌道均一制（世田谷線）                            

                                             （単位：円） 

 
現行運賃 申請上限運賃 

１円単位 １０円単位 １円単位 １０円単位 

全線均一 １４７ １５０ １６０ １６０ 

 

②通勤定期旅客運賃（大人１か月） 

◯鉄道対キロ区間制（こどもの国線、世田谷線を除く全線） 

                                         （単位：キロ、円） 

キロ程 現行運賃 申請上限運賃 

１～３ ４，３８０ ４，９９０ 

４～７ ５，９６０ ６，７８０ 

８～１１ ７，５３０ ８，５７０ 

１２～１５ ８，２９０ ９，４３０ 

１６～２０ ９，４４０ １０，７４０ 

２１～２５ １０，１１０ １１，５１０ 

２６～３０ １１，２７０ １２，８３０ 

３１～３５ １２，４５０ １４，１７０ 

３６～４０ １４，０１０ １５，９４０ 

４１～４５ １５，１７０ １７，２６０ 

４６～５０ １６，３３０ １８，５８０ 

５１～５６ １７，４９０ １９，９００ 

 

◯鉄道均一制（こどもの国線）  

                                             （単位：円） 

 現行運賃 申請上限運賃 

全線均一 ５，７９０ 据置 

 

◯軌道均一制（世田谷線）   

                                             （単位：円） 

 現行運賃 申請上限運賃 

全線均一 ５，３９０ ６，１４０ 
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③通学定期旅客運賃（大人１か月） 

◯鉄道対キロ区間制（こどもの国線、世田谷線を除く全線）    

                                          （単位：キロ、円） 

キロ程 現行運賃 申請上限運賃 

１～３ １，８７０ 据置 

４～７ ２，４７０ 〃 

８～１１ ３，１２０ 〃 

１２～１５ ３，４５０ 〃 

１６～２０ ３，９４０ 〃 

２１～２５ ４，２７０ 〃 

２６～３０ ４，７９０ 〃 

３１～３５ ５，２８０ 〃 

３６～４０ ５，９４０ 〃 

４１～４５ ６，４３０ 〃 

４６～５０ ６，９２０ 〃 

５１～５６ ７，４３０ 〃 

 

◯鉄道均一制（こどもの国線）  

                                             （単位：円） 

 現行運賃 申請上限運賃 

全線均一 ２，４８０ 据置 

 

◯軌道均一制（世田谷線）         

                                             （単位：円） 

 現行運賃 申請上限運賃 

全線均一 ２，６８０ 据置 
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（２）主要区間申請・現行比較運賃 

                                                      （単位：円） 

      種 別 

 

 

区  間    

普通（大人） 通勤定期 

（大人１か月） 

通学定期 

（大人１か月） １円単位 １０円単位 

現行 

運賃 

申請上

限運賃 

現行 

運賃 

申請上

限運賃 

現行 

運賃 

申請上

限運賃 

現行 

運賃 

申請上

限運賃 

渋谷～中目黒 １２６ １４０ １３０ １４０ ４，３８０ ４，９９０ １，８７０ 据置 

渋谷～自由が丘 １５７ １８０ １６０ １８０ ５，９６０ ６，７８０ ２，４７０ 〃 

渋谷～武蔵小杉 １９９ ２２７ ２００ ２３０ ７，５３０ ８，５７０ ３，１２０ 〃 

渋谷～日吉 ２２０ ２５０ ２２０ ２５０ ８，２９０ ９，４３０ ３，４５０ 〃 

渋谷～菊名 ２５１ ２８８ ２６０ ２９０ ９，４４０ １０，７４０ ３，９４０ 〃 

渋谷～横浜 ２７２ ３０９ ２８０ ３１０ １０，１１０ １１，５１０ ４，２７０ 〃 

渋谷～三軒茶屋 １５７ １８０ １６０ １８０ ５，９６０ ６，７８０ ２，４７０ 〃 

渋谷～二子玉川 １９９ ２２７ ２００ ２３０ ７，５３０ ８，５７０ ３，１２０ 〃 

渋谷～溝の口 ２２０ ２５０ ２２０ ２５０ ８，２９０ ９，４３０ ３，４５０ 〃 

渋谷～あざみ野 ２５１ ２８８ ２６０ ２９０ ９，４４０ １０，７４０ ３，９４０ 〃 

渋谷～青葉台 ２７２ ３０９ ２８０ ３１０ １０，１１０ １１，５１０ ４，２７０ 〃 

渋谷～長津田 ３０４ ３４７ ３１０ ３５０ １１，２７０ １２，８３０ ４，７９０ 〃 

渋谷～中央林間 ３３５ ３８１ ３４０ ３９０ １２，４５０ １４，１７０ ５，２８０ 〃 

目黒～大岡山 １５７ １８０ １６０ １８０ ５，９６０ ６，７８０ ２，４７０ 〃 

目黒～武蔵小杉 １９９ ２２７ ２００ ２３０ ７，５３０ ８，５７０ ３，１２０ 〃 

目黒～日吉 ２２０ ２５０ ２２０ ２５０ ８，２９０ ９，４３０ ３，４５０ 〃 

大井町～自由が丘 １５７ １８０ １６０ １８０ ５，９６０ ６，７８０ ２，４７０ 〃 

大井町～二子玉川 １９９ ２２７ ２００ ２３０ ７，５３０ ８，５７０ ３，１２０ 〃 

大井町～溝の口 ２２０ ２５０ ２２０ ２５０ ８，２９０ ９，４３０ ３，４５０ 〃 

五反田～旗の台 １５７ １８０ １６０ １８０ ５，９６０ ６，７８０ ２，４７０ 〃 

五反田～蒲田 １９９ ２２７ ２００ ２３０ ７，５３０ ８，５７０ ３，１２０ 〃 

多摩川～蒲田 １５７ １８０ １６０ １８０ ５，９６０ ６，７８０ ２，４７０ 〃 
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（３）鉄軌道収支実績および推定                            

（単位：百万円、％） 

項目 
２０２０年度 

（実績） 

２０２３～２０２５年度（３年間合計） 

現行 申請 

収入 114,946 423,627  466,803 

支出 146,157 468,535 468,535 

差引損益 ▲31,211 ▲44,907 ▲1,731 

収支率 78.6 90.4 99.6 

     ※支出については、申請上の計算方式で算出 

（４）運賃収入内訳 

（単位：百万円） 

項目 
２０２０年度 

（実績） 

２０２３～２０２５年度（３年間合計） 

現行 申請 

定期外 52,782 225,755 252,882 

定期 44,497 143,609 159,658 

合計 97,278 369,364 412,540 

 

（５）輸送人員の推移および今後の見通し 

＜実績＞                                          （単位：千人、％） 

 ２０１６年度 ２０１７年度 ２０１８年度 ２０１９年度 ２０２０年度 

定期外 464,259 468,163 470,647 464,980 327,165 

定期 698,764 710,496 718,669 722,283 478,618 

合計 1,163,023 1,178,659 1,189,316 1,187,263 805,783 

前年比 101.3 101.3 100.9 99.8 67.9 

＜将来推定＞                                       （単位：千人、％） 

 ２０２１年度 ２０２２年度 ２０２３年度 ２０２４年度 ２０２５年度 

定期外 389,889 425,956 449,476 465,924 465,924 

定期 498,296 529,813 558,431 558,431 558,431 

合計 888,185 955,769 1,007,907 1,024,355 1,024,355 

前年比 110.2 107.6 105.5 101.6 100.0 
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（６）設備投資実績・計画 

①設備投資実績と計画                                     （単位：億円） 

 ２０１９年度 ２０２０年度 ２０２１年度 ２０２２年度 ２０２３年度 ２０２４年度 ２０２５年度 

実績 実績 計画 予定 予定 予定 予定 

安全 ２８５ １４２ ３１２ ２８８ ３３９ ３３１ ３３９ 

サービス 

改善 
１６７ ４５ ３３ ７１ ７９ １２１ １２８ 

輸送力 

増強 
１８７ ７１ ８９ ８５ １２ ８ ５ 

合計 ６３９ ２５９ ４３５ ４４４ ４３１ ４６１ ４７４ 

※端数処理のため、各項目の計と合計が一致しない場合があります。 

②主要プロジェクトの内容 

中期事業戦略「３つの変革・４つの価値」に基づき、設備投資を実施してまいります。 

【３つの変革】 

◯事業構造変革（２０２１～２０２５年度 平均３５億円） 

 ・東横線ワンマン運転対応 

 ・駅サービスの DX 化 

 ・状態保全（CBM）システム導入 

 ・５G 通信インフラの整備  

【４つの価値】 

◯安全、安心、環境の更なる追求（２０２１～２０２５年度 平均３０３億円） 

 ・田園都市線、大井町線車両更新 

 ・東横線、目黒線、田園都市線運転保安装置の更新 

 ・自然災害対策（高架橋・擁壁耐震補強、法面補強、換気口嵩上げ 等） 

 ・踏切障害物検知装置の高度化 

 ・テロ等防犯対策（車内防犯カメラの高機能化 等） 

 ・省エネルギー機器の導入（駅照明の LED 化、高効率な変電設備の導入 等） 
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◯ユニバーサルなサービスの進化（２０２１～２０２５年度 平均３２億円） 

 ・ホームと車両床面の段差・隙間縮小 

 ・バリアフリールートの拡充（駒沢大学駅エレベータ増設 等） 

 ・案内設備の改良 

 ・旅客トイレのリニューアル 

 ・新しい乗車券システムの導入 

◯都市交通における快適性の向上と課題の解決（２０２１～２０２５年度 平均４６億円） 

 ・目黒線８両編成化対応 

 ・有料着席サービスの他路線への拡充 

 ・運行情報配信の高度化（リアルタイム混雑情報 等） 

◯人、街、暮らしをつなげるプラットフォーム（２０２１～２０２５年度 平均３０億円） 

 ・田園都市線地下区間駅リニューアル 

 ・池上線駅リニューアル 

 

（７）これまでの経営合理化の状況および今後の取組み 

 当社は、これまで様々なコスト削減、経営合理化を実施してまいりました。技術部門では工事

方法の見直し、新工法や新技術の採用による工数の削減を進めているほか、メンテナンスコス

トを抑えた設備の導入や検査周期の見直しを進め、設備のライフサイクルコストの縮小に努め

ております。 

 運輸部門では、駅における業務の内製化や防犯カメラを活用したセキュリティ対策等による外

注委託費の削減、利用者サービスのデジタル化による配置人員の見直し、定期券うりばの営業

時間変更や集約等のサービスレベルの低下を極力抑えた上で人件費の削減を進めております。

運行面では新型コロナウイルスの影響により利用者が減少した時間帯のダイヤを見直して利便

性を維持しながら効率化を実現しております。本社従業員においても柔軟な働き方を奨励する

フレックス勤務やリモート勤務制度を導入し、生産性の向上、時間外労働の削減を行っておりま

す。今後もこれらのコスト削減は継続的に実施してまいります。 

 今回の新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受けた緊急的なコスト削減措置として役員報

酬や管理職給与、夏季・冬季賞与の削減、労働時間の全社的見直しにより人件費を更に削減し、

２０２２年度の採用を必要最低限に抑える等、聖域なきコスト削減を実施しております。 

 さらには、固定費割合が大きい鉄道事業特有のコスト構造を抜本的に見直して事業基盤の強

靭化を目指す「事業構造変革」を進めております。東横線ワンマン運転の早期実現、デジタル技

術を活用した設備の状況に合わせた保守体制の最適化等による事業運営の高度化や、旧来か

らの慣習、重層化したルールや社内制度等を再構築し、従業員の活躍の場を拡充することで生
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産性の更なる向上を目指します。テクノロジーの活用等により、安全性や利便性の維持向上と

業務の効率化を両立し、将来にわたり高水準のサービスを提供してまいります。 

 

（８）発売している主な企画商品 

①東急線ワンデーパス 

・内    容 当日に限り東急線(こどもの国線と世田谷線を含む)全線が 

１日乗り降り自由な乗車券です。 

・発売箇所 東急線各駅（こどもの国駅、恩田駅、世田谷線各駅を除く） 

・発売期間 通年 

②東急線・東急バス 一日乗り放題パス 

・内    容 当日に限り東急線(こどもの国線と世田谷線を含む)全線と東急バスの路線バス

が１日乗り降り自由な乗車券です。 

・発売箇所 東急線各駅（こどもの国駅、恩田駅、世田谷線各駅を除く） 

・発売期間 通年 

③東急線みなとみらいパス 

・内    容 東急線各駅（横浜駅、こどもの国駅、恩田駅、世田谷線各駅を除く）から 

横浜駅までの東急線内往復乗車券と横浜高速鉄道みなとみらい線の１日乗 

車券を組み合わせたものです。 

・発売箇所 東急線各駅（横浜駅、こどもの国駅、恩田駅、世田谷線各駅を除く） 

・発売期間 通年 

④横濱中華街旅グルメきっぷ 

・内    容 東急線の１日乗車券と横浜高速鉄道みなとみらい線の１日乗 

車券、横濱中華街お食事券の３つを組み合わせたものです。 

・発売箇所 東急線各駅（こどもの国駅、恩田駅、世田谷線各駅を除く） 

・発売期間 通年 

⑤世田谷線散策きっぷ 

・内   容 当日に限り何回でも世田谷線各駅で乗り降りができる乗車券です。 

・発売箇所 世田谷線三軒茶屋駅、上町駅、下高井戸駅 

   ・発売期間 通年 
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（９）利用者サービスの向上策 

 中期事業戦略における４つの価値に基づき、様々なお客さまサービスの向上に資する施策を

実施してまいります。 

①安全・安心・環境の更なる追求 

ア．事故防止、異常時の復旧力強化 

 運行の安全性・安定性の維持向上のため、適切なタイミングで設備を更新して健全性を維持

し、故障の未然防止を図ります。具体的には、車両、運転保安装置や列車無線装置等を更新

します。また、センシング技術を導入して設備状況のモニタリングを可能とすることで保守業務

を高度化して事故の未然防止や復旧力向上を図ります。 

安全・安心の向上策では「３つの１００％」として、ホームドア・センサー付固定式ホーム柵、

車内防犯カメラ、踏切障害物検知装置の設置を進めてまいりました。ホームドア・センサー付

固定式ホーム柵は２０１９年度に世田谷線、こどもの国線を除く全駅で整備を完了しており、今

後は目黒線８両編成化に伴う増設や老朽化に伴う更新等を実施いたします。防犯カメラは全

ての駅に加えて、２０２０年７月に当社所属の全ての車両に設置を完了しており、犯罪を抑止

するだけではなく、迅速な映像確認が可能な機能を活用し、異常時の速やかな対応を可能とし

ております。今後はリアルタイム性の向上等の防犯カメラの高度化や、スマートフォンの活用

等によりお客さまがトラブルの発生を乗務員等へ速やかに通報可能とするような仕組みを検

討します。踏切障害物検知装置は２０２１年７月に世田谷線・こどもの国線を除く全ての踏切１

３５箇所に設置を完了し、歩行者等を検知しやすい３D センサー式の導入や AI による画像解

析等最新技術を駆使した踏切安全性向上を検討いたします。 

２０２１年１２月に開館した従業員向け施設「安全共創館」での全従業員を対象とした安全研

修の実施や警察・消防と連携した訓練等、従業員の教育・訓練にも注力しているほか、お客さ

まへの情報配信を適切かつ迅速に行うため媒体の多様化を進める等、安全、安心に寄与する

取組みを推進して、今後も高い安全水準を維持、向上してまいります。 

イ．災害対策 

 近年激甚化する自然災害発生時においても、安全に鉄道運行を継続するための災害対策を

引き続き進めてまいります。地震対策については、国土交通省令に基づく基本的な耐震補強

は既に完了しておりますが、今後は異常時の早期復旧を可能とするため、高架橋や擁壁の補

強を実施いたします。豪雨対策については、地下換気口の嵩上げや線路脇法面の補強を実

施しており、今後も優先順位に基づいて整備を進めてまいります。また、自然災害の発生を早

期に認識して適切な判断、迅速な行動が取れるよう、計測装置の維持更新や機能強化、お客

さまへの情報配信の強化も検討してまいります。 
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ウ．環境性能の向上 

 田園都市線においては、環境性能が大幅に向上した新型車両２０２０系を導入し、旧型車両

８５００系との置き換えを随時進めております。また世田谷線では、２０１９年３月より再生可能

エネルギー１００％での運行を開始する等、脱炭素・循環型社会の実現に貢献するため様々な

取組みを実施しております。今後も新型車両の導入、駅照明の LED 化や再生可能エネルギー

活用を進めるとともに、環境効率の高い鉄道を広くご利用いただくための利用促進施策にも尽

力してまいります。 

②ユニバーサルなサービスの進化 

ア．シンプルな移動体験 

 鉄道利用体験をより分かり易くシンプルにするために、２０２０年２月に期間限定で鉄道、バ

スやその他東急グループのサービスが使い放題になる「東急線・東急バス サブスクパス」を

試行いたしました。今後もシンプルかつ快適に鉄道をご利用いただけるように、全線定期券等

の乗り放題サービスの拡張や QR コード等を活用した新しい乗車券の検討を進めてまいります。

また駅通信環境の５G 化等のデジタルサービス提供のための環境整備を進め、ゲートレス・キ

ャッシュレス化等次世代の鉄道サービスに向けた実証実験にも積極的に取り組んでまいりま

す。 

イ．誰もがひとしく移動しやすい鉄道 

 ハード・ソフト両面でのバリアフリー整備を進めてまいります。当社は２０１４年に全駅でバリ

アフリールートの整備を完了しており、今後はバリアフリールートの複数整備や車両床面とホ

ームの段差・隙間の縮小工事を実施いたします。ソフト面では東急線アプリ等で各駅のバリア

フリールート、車両ごとの優先席や車椅子スペース位置等をご案内しており、今後は VR・AR

等のデジタル技術を活用したご案内についても検討を深めてまいります。また２０２１年１１月

にはシニア層１，０００名を対象に１か月間全線乗り放題の「東急線乗り放題パス（over60）」を

限定発売いたしました。今後も沿線にお住まいの高齢者や子育て世代の方々がより気軽に鉄

道をご利用いただけるような乗車券施策についても実施してまいります。 

③都市交通における快適性の向上と課題の解決 

ア．交通アクセス改善 

 ２０２２年度下期に、東急新横浜線の開業を予定しております。本路線により相鉄線との相互

直通運転が開始、東急線から新横浜駅へのアクセスが格段に向上し、東京、神奈川、埼玉と

関西圏を繋ぐ一大鉄道ネットワークの構築に寄与いたします。また、「新綱島駅」、「新横浜駅」

の２つの新駅が整備され、地域の活性化にも貢献してまいります。 

イ．車内空間の快適化 

 ２０２２年度上期より、目黒線において当社所属車両を６両編成から８両編成に順次変更し、
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目黒線の輸送力を増強いたします。また、田園都市線、大井町線、目黒線に新型車両である２

０２０系、６０２０系、３０２０系を導入しており、車内空間の快適性を向上しております。今後は

車内のリニューアルも積極的に実施し、より快適にお過ごしいただける車内環境を引き続き整

備してまいります。２０１８年１２月より運行を開始している大井町線有料着席サービス「Q 

SEAT」についても今後は他路線への拡充を検討してまいります。また、車両の混雑情報につ

いても東急線アプリにて田園都市線の一部車両ではリアルタイムで配信しており、今後は５G

等のデジタル技術を活用しながらリアルタイムの混雑情報配信を拡大してまいります。 

ウ．郊外型生活の利便性向上 

 リモートワーク等の新しい生活様式の定着を受けて、２０２１年７月より、長津田駅、武蔵小杉

駅の定期券うりば跡地および「電車とバスの博物館」の一部スペースをシェアオフィスとしてリ

ニューアルいたしました。本取組みは暫定的ではございますが、今後もお客さまの生活の変化

に合わせた便利な機能を駅や鉄道施設に取り入れ、お客さまの生活の中心としての駅のあり

方を検討してまいります。また、働く場所や時間が多様化する中で、これまでの通勤定期券に

代わる多地点間移動のニーズに応える乗車券施策等の検討を深め、需要の変化を捉えたサ

ービスを提供してまいります。 

④人、街、暮らしをつなげるプラットフォーム 

ア．地域とつながる駅空間の創出 

 各路線の特色を活かし、地域の方々に親しまれる駅空間の創出を継続的に実施しておりま

す。池上線では、２０１６年の戸越銀座駅を皮切りに旗の台駅、池上駅、長原駅において東京

都内で生産される多摩産材を活用し、木の温もりが感じられる「木になるリニューアル」を実施

しております。今後は設備の老朽化が進んでいる田園都市線地下区間（池尻大橋駅～用賀駅）

で駅のリニューアル工事を進めてまいります。 

イ．サービスプラットフォームの構築 

 ２０２１年５月から１０月まで定期券保有の新たな付加価値創出を目的とした環境配慮型の

サブスクリプションサービス「TuyTuy」の実証実験を行いました。今後もこうした実証実験を重

ねながら、鉄道と沿線地域とを繋ぐサービスを提供し、人々が行き交う豊かで活気のある街づ

くりに貢献してまいります。 

 

（１０）お問い合わせについて   

   東急グループお客さまご案内窓口 

 東急お客さまセンター TEL ０３－３４７７－０１０９ 

 月～金 ９：００～１７：００ 

 土日祝 ９：００～１７：００ 

     （年末年始などを除く） 


